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（工学部内規程第３７号）

鳥取大学工学部単位認定規程

第１条 授業科目の単位認定の基礎となる１単位当たりの授業時間数は，鳥取

大学単位認定規則（平成５年鳥取大学規則第２号）による。

第２条 学生の出席時間数が前条の規定の５分の４に満たない者については，

単位の認定を行わない。

２ あらかじめ特別の事情を具して願い出て認可を得た者にあっては，前条の

規定の５分の３以上出席した者についても，単位の認定を行うことができる。

この場合，所定様式による欠席届に病気の場合は医師の診断書を添付，その

他の場合は理由を詳細に記入し関係教員の認印を得て，工学部事務部（教務

担当）に提出しなければならない。

第３条 単位の認定は，履修した科目についての筆記試験，論文，報告書，平

常成績等によって行う。

第４条 単位の認定は，１００点満点で採点して６０点以上をもつて合格とす

る。

２ 成績はＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｆをもって表す。Ａは９０点以上、Ｂは８０点～

８９点，Ｃは７０点～７９点，Ｄは６０点～６９点，Ｆは５９点以下とする。

３ 卒業研究，その他当該学科で指定する科目については，合否で判定し，Ｓ，

Ｆをもって表す。Ｓは合，Ｆは否とする。

第５条 定期試験は，原則として毎学期の終りに実施する。

第６条 第２条の条件を満たした者で，病気その他特別の事情により定期試験

を受けられなかつた者は，追試験を受けることができる。

２ 追試験を受けようとする者は，当該試験終了後できるだけ速やかに追試験

願を当該授業科目担当教員の承認を得て，学部長に提出しなければならない。

３ 追試験を受けた者については，当該授業科目担当教員から成績が提出され

た時をもつて単位の認定が行われたものとする。

第７条 卒業研究は，許可された時から１年以上実施し，論文を提出しなけれ

ばならない。

２ 卒業研究の認定は，卒業研究を除く授業科目の所定の単位を修得した者に

対して行うものとする。

第８条 卒業判定の時に，所定の単位に達しない者に対し，最終学年において

受講した科目に限り，当該授業科目担当教員の承認を得て，１回限り再試験

を行うことができる。
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２ 再試験を受けようとする者は，再試験願を卒業延期が発表された日から１

週間以内に当該授業科目担当教員の承認を得て，学部長に提出しなければな

らない。

なお，再試験は，卒業延期が発表された月の末日までに実施する。

３ 再試験に合格した場合の成績は，６０点とする。

附 則

この内規は，昭和４０年４月１日から施行する。

附 則

この内規は，昭和４４年２月１０日から施行し，昭和４０年度入学者から適

用する。

附 則

１ この内規の改正は，昭和４７年４月１日から施行する。

２ 昭和４５年３月３１日以前の入学者に対しては，この規則にかかわらず，

なお従前の例による。

附 則

この内規は，昭和５１年２月２３日から施行する。

附 則

この内規は，平成元年４月１日から施行する。

附 則

１ この規程は，平成元年７月１７日から施行し，平成元年４月１日から適用

する。

２ 平成元年３月３１日以前の入学者については，この規程による改正後の第

４条第２項及び第９条第３項の規定にかかわらず，なお従前の例による。

附 則

１ この規程は，平成５年４月１日から施行する。

２ 平成５年３月３１日以前の入学者については，この規程による改正後の規

定にかかわらず，なお従前の例による。

附 則

この規程は，平成１０年４月９日から施行する。

附 則

この規程は，平成１６年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成１７年４月１日から施行する。

附 則

１ この規程は，平成２０年４月１日から施行する。

２ 平成２０年３月３１日以前の入学者については，この規程による改正後の
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規定にかかわらず，なお従前の例による。

附 則

１ この規程は，平成２２年４月１日から施行する。

２ 平成２２年３月３１日に在学する者については，この規程による改正後の

規定にかかわらず，なお従前の例による。


